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    In the previous paper, we reported on the rate of miscalculation in various calculations of one 
junior class and one postgraduate class. 
    In the present paper, we investigate the frequency of errors of astro-calculation about 3 classes 
(A, B, C) during 3 years. Cadets of these were 103 man-days of navigator course in our Faculty of 
Fisheries. We obtained the data from their practice notes of astro-navigation during the training 
voyages from 1973 to 1977. 
    As a result, there was no significant difference among the classes (A, B, C) in the one's school 
year, but it was found that there were differences througt their experiences among the school 
years. The percentage of miscalculation of each school year was as follows: 
   Junior classes  (3), about 42%; Senior classes  (4), about 30%; Postgraduate classes  (5), about 
28%. 
The rate decreased rapidly from junior classes to senior classes. There was no difference in the 
standard deviation between junior and senior classes. Each figure showed  ±1~16%. It showed a 
tendency to decrease about postgraduate classes. This was about ±12%.
前報(1)で は天測計算の誤 りについて,本 学部の3
年次学生,専 攻科学生,各1ク ラスの結果 について報
告 したが,同 一学年で も,年 度が異なる と各 クラスの
間で,誤 計算の出現頻度に差のあ ることが考え られる。
また,本 学部練習船鶴洋丸の就航 により,新 たに4年
次生の遠洋航海 が加わ り,同 一 クラスの学生について
3年 次生,4年 次生,専 攻科生 と,3年 間連続 した資
料を得 る事が出来 るようにな り,各 学年 による差異 も
検討可能 とな った。
著者等 は,1973年 ～1977年 の5年 間に,3ク ラスに
ついて3年 間連続 した資料 を収集 し,再 計算 を行 って
種々検討 した結果,2～3の 知見が得 られたが,そ れ
らの うち誤計算の出現頻度について報告 する。
資料お よび整理方法
資料:本 学部練習船長崎丸(3年 次生,専 攻科生)
お よび鶴洋丸(4年 次生)の,1973年 ～1977年 にわた
る練習航薄 において,実 習生 の天測結果 を用 いた。以
サ
下1973年,74年,75年 度の各年度 における3年 次生 を
A,B,Cと し,3年 次生,4年 次生,専 攻科生の各
学年を,3年,4年,5年 であ らわす ことにする。各
クラスの年次 別人数 と天体 別 の測定 回数 はTable1
の通 りで,延103人,総 計13,305回 であ る。
整理方法:前 報(1)と ほぼ同 じ方法,す なわち,
実習生が練習航海 中に天測実習 として,各 個 に測定 し
計算を行 った際の計算要素(時 刻,位 置,赤 緯,均 時
差)と 結果を天測 ノー トよ り整理表に転記 させた。これ
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Diff．　：　Differences　between　calculated　values　by　hand　and　by　computer．
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ば3年とは完全に有意な差が生じる程度まで上達する
といえよう。しかし5年の最終の練習航海で，4年と
の間に有意な差がないばかりか，むしろ誤計算率の高
い場合さえあり，より一層の計算演習を重ねて十分に
習熟するとともに，常に精確さについて十分な注意力
を集中することが肝要である。
ないが，3年と5年の間に有意な差が認められた。
　4．3年では計算方法を十分に理解した上で，反覆
練習する必要がある。5年でも誤計算率は高く，一層
の慎重性と精確性が要求される。
　おわりに，種々御協力いただいた鶴洋丸船長阿部茂
夫教授，長崎丸船長矢田殖朗助教授以下乗組員各位，お
よび練習生諸君に深甚の謝意を表する。
ま　　と　　め
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